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あいさつ

　　　　　　　理事長　佐藤博臣

会員の皆様、新年明けましておめ

でとうございます。皆様におかれま

しては、新たな心構えで新年を迎え

られたことと思います。本会活動に

ご理解･ご協力をお願い申し上げます。

新年にあたり、ひとことご挨拶申

し上げます。

本会理事会は昨年6 月5 日の特定

非営利活動法人（NPO 法人）の設立

同意と同定款承認の総会決議を受け

て NPO 法人化作業を進めてまいり

ました。その結果、先般 9 月 16 日

東京都知事から法人認可を得て、10

月 1 日に東京都港区法務局に法人登

記を完了し、市民にも開かれた法人

となった（誰でもが参加できる）こ

とをここにご報告させていただきま

す。

本会は、当法人の大きな歩みの第

一歩となる記念すべき第一回目の総

会を 1 月 28 日に開催することにな

りました。多数の参加を得て喜びあ

いたいと思います。

さて、特定非営利活動法人防火技

術者協会として社会活動が認可され

たことを受け、我々防火技術者の職

能の社会認知と資格化の第一歩がこ

れによって踏み出されました。これ

は喜ぶべきことと思います。また設

立趣旨書や定款に示しますように、

火災安全の視点から市民防災など社

会への貢献と責務を果たすことが期

待されております。

そこで本年度は特に、我々の共通

の目標である防火技術者職能の認知

を果たし、かつ社会に貢献するため

にこの防火技術者協会をどのような

団体として育てていくべきか、「組織

百年の計」を皆様ともにじっくりと

考えたいと思います。さらにともに

活動してもらう仲間を一人でも増す

べく皆様一層のご尽力も併せてお願

いします。

百年の計を考えるに当り、組織の

原点である設立趣旨書や定款に明記

した本会の目的や活動範囲を以下に

書き出しました。

設立趣旨書では、「火災安全の問題

は高齢化する社会、何れやってくる

であろう地震火災への技術基盤とし

て重要であり、そのためには実効の

ある組織が必要で、我々防火技術者

がその任務を果たせる集団であるこ

と」と述べ、また定款第3条では、「こ

の法人は広く市民に対して、防災ま

ちづくりや防火技術の啓発促進に関

する事業を行い、市民の防火意識向

上と火災や地震時等の安全性向上に

寄与することを目的とする。同時に

防火技術者の技術と倫理基準向上に

寄与することを目的とする。」と定め

ました｡そして、その組織的な活動を

通じて、最終的に「防火技術者職能

と社会制度として防火技術者資格の

必要性を社会に認知させたい」との

共通の認識で本会を設立しました。

さらに定款第 4 条では、これらの

目的を達成するための活動として、

1) まちづくりの推進をはかる活動

2) 災害救援活動

3) 地域安全活動

4) 国際協力の活動

などを掲げ、定款第 5 条に次のよ

うな事業を行うとしました。

1) 防災まちづくりや地域の火災安

全活動への助言など事業

2) 大規模災害時の防火技術を生か

した救援･復興活動事業

3) 防火技術を生かした国際的な協

力支援事業

4) 関連する社会活動に対する防火

技術などの啓発･助言並びに援助の

事業

5) 防火技術に関する情報発信･出

版事業

6) 防火技術に関する講習会などの

事業

7) 防火技術の開発･教育に関する

調査･研究などの事業

これらの事業の枠組みでかなり

様々な活動や社会貢献が可能となる

はずです。会員各位におかれまして

は、それぞれ自分の課題として会の

活動を自覚・認識され、理事や事務

局へ組織活動について積極的なご提

案を期待し、お願いいたします｡

最後に、2003 年は火災安全の面

からみて、「20 世紀の負の遺産」と

しての大火災事故が続発しました。

2004 年もさらに深まる不況による

社会不安による火災事故、イラクへ

の自衛隊派遣にともなうテロ火災、

大地震火災の発生などさまざまな恐

怖が出現することが懸念されます。

そのような中で、会員各位におかれ

ては、それぞれの立場で防火技術者

としての力を発揮し、防火技術者の

存在と必要性を世に示していただき

たいと考えます。

会員各位とご家族のご健康とご発

展を祈念してあいさつとします。
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総会開催のご案内

　　NPO 法人日本防火技術者協会発

足後、第１回となる2003年度総会、

講演会を下記のごとく開催いたしま

すのでご案内いたします。なお、SFPE

日本支部総会が当総会に先立ち開催

されますので開会時刻(13 時 30 分)

にご注意願います。

NPO 法人日本防火技術者協会

2003 年度総会

日時　2004年 1月 28日（水）

　　　14時～14時 30分

場所　東京大学14号館422号教室

議事内容《予定》

1) 議事録の確認

2) 定款内規（案）について

3) NPO法人日本防火技術者協会の

  活動について

4) 2003年度決算書について

5) 2004予算書について

6) その他

講演会のご案内

（仮）韓国における性能設計

講演者　ソウル市立大Yong 教授

日時　　総会と同日

　　　　15時～17時

場所　　総会と同一会場

　なお、この講演会は東大「消防防

災寄付講座」主催の公開セミナーと

して実施します

　　　　　 SFPE ･J ﾆｭｰｽ

　　　　（ (SFPE 日本支部

                 の活動 第8 号)

SFPE 日本支部2003 年度総会

日時　2004年 1月 28日（水）

     13 時 30分～14時

場所　東京大学14号館422号教室

資格W G 活動

２月２０日（金）18：00～20：00

建築会館にて第３回WG開催

メンバー募集中：防火技術者の職能

について検討しています

参加希望は富松：

tomatsu-t@nihonsekkei.co.jpまで

SFPE ケーススタディW G 活動

建築学会防火委員会火災安全設計小

委員会と協働して 10 月でルクセン

ブルグで発表する、性能規定による”

駅”のケーススタディを行っていま

す

SFPE 日本支部からは富松（日本設

計）・福井（日建設計）・中村（NTT）

がプランつくりに参加しています。

また多くのメンバーが解析などに参

加しています.以下が発表の場です

5th Intenational Conference on

Perfomance-Based Codes and

Fire Safety Design Methods

6-8 October 2004

European Commission Facilities

Luxembourg

: Sponsored By SFPE in

cooperation with European

Commission

《関連学会等の情報》

日本火災学会研究発表会開催案内

主　催：日本火災学会
開催日：平成16年 5月 20日(木)

　　　　　　　　　　   21 日(金)
会　場：東京理科大学

      　森戸記念館（神楽坂）

参加費：・火災学会会員及び
　　　　　賛助会員 ￥1,000

　　　　・非会員 ￥2,000
　　　　・学　生 ￥1,000

　　　　・研究発表会概要集は

　　　　　予定価格￥4,000

　　　　　(学生は一部￥2,000)

　　　　　で頒布されます。

　http://wwwsoc.nii.ac.jp/kasai/

編集委員会からのお知らせ

　会員相互の情報交換のために会報

を発行いたします。本号は、（暫定

版）創刊号とさせていただきます。

会報の形式については、適時変更を

重ねて、よりよいものにしていく所

存です。会員各位のご意見・ご提案・

投稿を常時募集しております。特に、

会のロゴマークを募集します。当分

の間は、仮のマークを使用します。

会報の形式は、固定したものとしま

せんのでよろしくお願いいたします。

次号の掲載予定内容

・総会の結果概要報告

・シンポジウムの概要報告

・今後の予定

・理事会等の開催結果概要報告


